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 資料編                             

 １．会員数と技術者数、有資格者数の推移 

 

ＣＬＡが法人許可された昭和60年度(1985年)から、平成20年度(2008年)までの会員

数と技術者数および有資格者数の推移。 

 

 １．１ 会員数と技術者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.2 技術者数と有資格者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.3 会員数と技術者数及び有資格者数の一覧 
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２．ＲＬＡ資格制度の運用状況 

 

ＲＬＡ資格制度が発足した2002年から2009年までの受験者数および登録者数等の推

移（2002年、2003年については特別認定）。 

 

2.1 年度別登録者数と累積登録者数の推移 

 

 2.2 年代別の受験者数と合格者数の推移 
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３．ランドスケープコンサルタンツ協会賞（ＣＬＡ賞） 

 

環境の保全と創造に寄与する、優れたランドスケープコンサルテーションに対して、

ランドスケープコンサルタンツ協会賞表彰規定によりその功績をたたえ、「ＣＬＡ賞」

を授与し、これを表彰しています。 

募集の部門としては「一般部」と2000年に新設された「テーマ部」があり、「テーマ

部」は今日的な課題や方向性に即したテーマを毎年設定しています。また、それぞれに、

「設計」、「調査・計画」、「表現・活動」の３部門があります。 

（賞の詳細、受賞作品はhttp://www.cla.or.jp/04/list.htmlをご覧下さい。） 

 

 

3.1 「テーマ部」のテーマ一覧 

  

・2000年 「市民参加と地域の個性化」 

・2001年 「20世紀の記憶にふさわしいランドスケープ」 

・2002年 「アイデンティティワーク」 

・2003年 「パートナーシップ」  

・2004年 「都市の再生、地域の復活」  

・2005年 「ランドスケープ技術を展開した景の創造」  

・2006年 「安全・安心で人に優しいランドスケープ」 

・2007年 「美しい国土づくりとランドスケープ」 

・2008年 「『みどり』のリノベーション（renovation：改新、刷新、修復、再生）」 

・2009年 「地球温暖化とランドスケープ」 

・2010年 「身近なまちなか、まちかどのランドスケープ」 
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3.2 近年の受賞作品一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(本表以外の受賞作品、作品詳細はhttp://www.cla.or.jp/04/list.htmlをご覧下さい。） 

年度 種別 部門 最優秀賞 作品名 会社名 作品所在地
優秀賞 天王寺動物園アジアの森 ㈱空間創研 大阪府
奨励賞 多摩川ふれあい施設設計 ㈱景環技術 東京都
奨励賞 みなくち子どもの森 環境設計㈱ 滋賀県

最優秀賞『身近な公園の利用実態』 ㈱総合計画機構 －
優秀賞 佐倉市市民文化資産を考えるワークショップからの提言 ㈱タム地域環境研究所 千葉県
奨励賞 青山霊園再生基本設計 ㈱東京ランドスケープ研究所 東京都
優秀賞 みなみ野シティ　栃谷戸公園 ㈱ヘッズ 東京都

特別賞
浜名湖花博　国土交通省中部地方整備局出展庭園｢循
環の庭｣

㈱プレック研究所 静岡県

奨励賞 東雲公園 ㈱シビックデザイン研究所 栃木県
奨励賞 毛馬桜之宮公園　藤田邸跡 ㈱ランテック計画事務所 大阪府
優秀賞 誠品建築景観設計 ㈱タム地域環境研究所 中華人民共和国

奨励賞 中部国際空港（セントレア）緑地設計 ㈱飯沼コンサルタント 愛知県
最優秀賞公園わくわくプラン ㈱ＫＲＣ 長野県
最優秀賞穂高町環境基本計画策定における住民参加のデザイン ㈱プレック研究所 長野県
優秀賞 ナシオン　創造の森 ㈱都市環境計画研究所 兵庫県
優秀賞 千葉市少年自然の家 ㈱オオバ 千葉県

特別賞
愛･地球博記念公園　「もりのゾーン－林床花園、親林楽
園」における樹林育成モニタリング調査およびもりをめぐる
ユニバーサル園路計画

㈱飯沼コンサルタント 愛知県

表現・情報部門 奨励賞 浜名湖花博　花壇展示 ㈱虹設計事務所 静岡県
特別賞 愛･地球博 水の広場 ㈱プレック研究所 愛知県
奨励賞 GENECITY（志木朝霞台マンション） ㈱景観設計・東京 埼玉県

優秀賞
「安心あかり公園づくり事業」　～夜間公園の現況と改善
の方向性、ならびに改善後の効果検証に関する調査～

㈱プレック研究所 大阪府

奨励賞 東久留米南水辺公園　“ハーフメイドの公園づくり” ㈱フジランドスケープ 東京都
優秀賞 多摩平団地　森の再生整備設計 ㈱グラック 東京都
優秀賞 水元公園　水産試験場跡地 ㈱愛植物設計事務所 東京都
優秀賞 六甲道南公園 ㈱ヘッズ 兵庫県

特別賞
2006年チェンマイ国際園芸博覧会（ロイヤルフローララー
チャプルック2006）　日本国出展　屋外展示出展「日本庭
園」

㈱プレック研究所 タイ王国

奨励賞 猿島公園 仙田満＋環境デザイン研究所 神奈川県
最優秀賞愛・地球博　バイオラング　－緑化に関わる全体サポート ㈱環境・グリーンエンジニア 愛知県

優秀賞
都市近郊の『「農」の環境保全』に向けた提言　－「多摩地
域の里地里山の保全に関する調査研究」より－

㈱プレック研究所 東京都

優秀賞
浦安東地区２号近隣公園　ワークショップ・実施設計及び
イベント企画・運営について

㈱トデック 千葉県

優秀賞 公園管理支援システムの開発と構築 ㈱グラック －

優秀賞 お客さまへのおもてなしの心を屋上庭園で

㈱伊勢丹
㈱伊勢丹ビルマネージメント
　　サービス
㈱日比谷アメニス
㈱アボック社
YRPﾕﾋ゙ｷﾀｽ･ﾈｯﾄﾜー ｷﾝｸﾞ研究所

東京都

優秀賞 天草市　西の久保公園（花しょうぶ園・自然生態園） ㈱大揮環境計画事務所 熊本県
奨励賞 東三河ふるさと公園 ㈱プレック研究所 愛知県
奨励賞 景観の経済価値評価手法検討とケーススタディ ㈱プレック研究所 石川県

特別賞
第23回全国都市緑化おおさかフェア「西の丸地区」“もて
なしの花座敷”

環境設計㈱ 大阪府

表現・活動部門 特別賞 社会・環境貢献緑地評価システム（ＳＥＧＥＳ）の構築 ㈱東京ランドスケープ研究所 －
最優秀賞老人福祉施設「あさひ苑」造園設計 ㈱愛植物設計事務所 愛媛県
特別賞 サムソンエバーランド　ズートピア ㈱プレック研究所 大韓民国
奨励賞 ヌーヴェル赤羽台のランドスケープ ㈱グラック 東京都
奨励賞 びゅうヴェルジェ安中榛名 ㈱オオバ 群馬県
優秀賞 公園リニューアルに関する一連の設計（桜川公園他） ㈱グラック 東京都
奨励賞 四番町スクエア～大正ロマンに出会うまちづくり～ 玉野総合コンサルタント㈱ 滋賀県

調査･計画部門 優秀賞 マンション緑地のリニューアルに関する一連の調査･計画 ㈱グラック 神奈川県、埼玉県

優秀賞 喜瀬別邸HOTEL&SPA ランドスケープ設計監理業務 ㈱シビックデザイン研究所 沖縄県
優秀賞 練馬区立石庭の森緑地 ㈱グラック 東京都
優秀賞 若葉台公園 ㈱ヘッズ 東京都
奨励賞 熊谷グリーンフォレストビレッジのランドスケープ 西武造園㈱ 埼玉県
特別賞 佐渡　トキ野生復帰ステーション設計業務 ㈱プレック研究所 新潟県

調査･計画部門 優秀賞
第25回全国都市緑化ぐんまフェア　高崎まちなか会場修
景・演出計画

㈱ライフ計画事務所 群馬県

テーマ部表現･活動部門 奨励賞 地域連携による資源有効活用方針検討～エコあすか～ ㈱空間創研 奈良県
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４．若手アンケート結果の概要 

 

次世代を担う若手技術者（概ね４０代以下）が現状をどう捉え、今後どのような展開

を望んでいるのかを把握し、新ビジョンに反映することを目的として、平成２１年 7 月

～10月にアンケートを実施しました。以下に結果概要を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.　積極的に思う
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2.　思う
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3.　分からない
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5.　全く思わない
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回答なし
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4.　あまり思わな
い
0%

Ｑ１：ここ数年、あなたの仕事に対するモチベー

ションは向上していますか？低下しています

か？N=54 

Ｑ２：あなたは 10 年後、この仕事を続けていたいと

思いますか？N=54 

【積極的に思う・思う】 

ランドスケープの仕事が好きだから、

やり甲斐がある、まだまだ仕事はある

はず 

Ｑ３：あなたは 10 年後、どのような仕事をしたいですか？

会社の状況、社会貢献、社会的な位置づけ、家族との関

係なども考慮の上、具体的にご記入ください。N=53 

Ｑ４：今後 CLA に期待することは何ですか？N=46 
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安定さ 

社会貢献
14%

社会的地位の向上
3%
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4%
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学協会活動

6%

時代のニーズに合った
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り）
22%

ワークライフバランス(安
定した収入と家族との
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19%

高い技術力を得て、自
信を持った提案

16%

脱公共事業・新しい職域

の開発
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情報提供・新技術向上・
CPD

7%同業他社の先輩との交

流・異業種交流
5%

ランドスケープの必要性
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12%

社会的地位向上
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５．過去３ヵ年（平成 19 年度以降）にＣＬＡが主催、協賛、後援した主なイベント等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主　催 国土交通省歴史まちづくり法案勉強会
エコ・グリーンテック2007特別講演会「みどりの都市づくりを考える－東京オリンピックを再び」
第1回ビジョンセミナー「国土形成計画とランドスケープ」
第2回ビジョンセミナー「これからの造園設計のあり方」
第3回ビジョンセミナー「少子高齢化時代の公園の商品開発」
第4回ビジョンセミナー「大きく育った都市の緑のこれから」
第5回ビジョンセミナー「市民協働とランドスケープ」
ランドスケープアーキテクトセミナー
(社)日本造園建設業協会との造園ものづくり会議
シンポジウム「スポーツと環境都市の未来を考える」
これからの設計業務発注方式に関する講習会
三協会（(社)日本造園建設業協会、(社)日本公園施設業協会、ＣＬＡ）幹部打ち合わせ
(社)日本造園学会との協議
国際交流基金招へい文化人との交流
造園・環境緑化産業振興会
韓国造景士協会（ＫＳＬＡ）との懇談会

組織加入 造園・環境緑化産業振興会
造園ＣＰＤ協議会
東京インターナショナルフラワー＆ガーデンショー組織委員会

共　催 丸の内仲通りフラワーギャラリー
(社)日本造園建設業協会　全国造園デザインコンクール
(社)都市計画コンサルタント協会　技術士第二次試験　受験対策セミナー
丸の内仲通りガーデニングショー

後　援 特定非営利活動法人日本都市計画家協会ルーフスケープシンポジウム2007
国際バラとガーデニングショウ
2007年日本緑化工学会シンポジウム・見学会
(財)公園緑地管理財団　公園管理運営フォーラム
沖縄国際洋蘭博覧会
(財)公園緑地管理財団　海外パークマネージメント事情講演会～世界のパークマネジメントの新たな動向～
全国一級造園施工管理技士の会　市民交流会及び20周年事業
(財)淡路花博記念事業協会　全国ミニチュアガーデンコンテスト
街路診断協会　国際シンポジウム「世界の樹木管理とリスクマネジメント」
兵庫県立淡路夢舞台奇跡の星の植物館「ミニチュアガーデンコンテスト」
(社)日本建築美術工芸協会ａａｃａ20周年記念事業
(財)公園緑地管理財団　公園管理運営フォーラム
浜名湖フラワー＆ガーデンフェア
全国一級造園施工管理技士の会　市民と造園家の交流会
第３回 国際ガーデンＥＸＰＯ（ＧＡＲＤＥＸ2009)
日本緑化工学会　都市緑化技術研究部会シンポジウム
花博記念協会基調講演・助成事業成果発表会
(財)建設物価調査会　造園工事積算講習会
淡路花博2010「花みどりフェア」

協　賛 エコ・グリーンテック2007
(社)日本家庭園芸普及協会　日本フラワー＆ガーデンショウ
(社)日本造園学会　堂島第二公園学生公開アイデアコンペ
(財)都市緑化基金　「緑の都市賞」
全国花のまちづくりコンクール
(財)都市緑化技術開発機構　屋上・壁面・特殊緑化技術コンクール
第三次公園・緑化技術五箇年計画公園・緑化技術会議　第2回「みどりの技術フォーラム2008」
(財)日本造園修景協会　造園夏期大学
エコ・グリーンテック２００８
国土交通省「都市緑化月間」
美しい日本の歴史的風土・環境フォーラム
みどりの環境都市・東京・パネル展
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 派　遣 兵庫県立淡路景観園芸学校インストラクター
造園ＣＰＤ協議会委員ならびに造園ＣＰＤ推進委員
(財)日本緑化センター　生態系保全のための植生管理方策検討委員会オブザーバー
国際バラとガーデニングショウコンテスト・ガーデン部門審査委員
第26回全国都市緑化おかやまフェア実行委員会委員
(社)日本公園緑地協会　都市公園コンクール予備審査委員
(財)日本緑化センター　公共用緑化樹木品質寸法規格第５次改訂検討委員会委員
(社)日本公園緑地協会　都市公園遊具施設の安全性に関する調査検討委員会協力委員
(財)都市緑化技術開発機構理事
(社)日本造園学会平成19年度全国大会堂面第二公園学生アイデアコンペ審査委員会委員
第24回全国都市緑化ふなばしフェア花と緑の屋外コンテスト審査員
(社)日本公園緑地協会　都市公園の遊戯施設に関する調査検討委員会委員
国際協力機構(ＪＩＣＡ)　都市緑化行政Ⅱコース集団研修講師
(社)日本造園学会　第24回全国都市緑化ふなばしフェア
(仮称)「ぼくたちわたしたちの夢のまちづくり」シンポジウム実行委員会委員
全国都市緑化かごしまフェア懇談会委員
第25回全国都市緑化ぐんまフェア花と緑のコンテスト審査委員
兵庫県立大学景観園芸専門職大学院(仮称)設置準備委員会委員
(社)日本公園緑地協会国際委員会委員
(社)日本公園緑地協会国際委員会　佐藤国際交流賞部会委員
全国都市緑化ならフェア懇談会委員
(社)東京都造園緑化業協会理事
ＩＦＰＲＡジャパン理事
(財)都市緑化技術開発機構　機関誌「都市緑化技術」編集委員会委員
(社)日本造園建設業協会理事
(社)日本造園建設業協会　全国造園デザインコンクール審査委員
特別区職員研究所　平成20年度専門研修『公園』の講師
日比谷公園ガーデニングショー実行委員
第26回全国都市緑化おかやまフェア花と緑のコンテスト審査委員
第27回全国都市緑化ならフェア実行委員会委員
第28回全国都市緑化かごしまフェア実行委員会委員
沖縄国際洋蘭博覧会審査員
(財)都市緑化技術開発機構理事
植栽基盤診断士認定審査委員会委員
丸の内仲通りガーデニングショー2009コンテスト審査委員
ＵＩＡ2011東京大会日本組織委員会諮問評議会評議委員
「兵庫県立淡路景観園芸学校開学10周年記念フォーラム」パネリスト
淡路景観園芸学校インストラクター
(社)日本公園緑地協会　都市公園事業の景観形成ガイドラインの解説書作成に係わるアドバイザリー会議委員
(社)日本公園緑地協会　都市公園技術標準検討委員会委員
(社)日本公園緑地協会　佐藤国際交流章部会委員
(社)日本公園緑地協会　北村賞選考委員会委員
東京インターナショナルフラワー＆ガーデンショー「庭園部門コンテスト」審査員

協賛金提供 (社)日本造園学会「堂島第二公園学生公開アイデアコンペ」
みどりの環境都市・東京・パネル展

賞の提供 全国造園デザインコンクール　社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会会長賞
第24回全国都市緑化ふなばしフェア花と緑の屋外出展に関する社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会会長賞
沖縄国際洋蘭博覧会奨励賞副賞
第25回全国都市緑化ぐんまフェア花と緑のコンテスト賞状・楯
浜名湖フラワー＆ガーデンフェア特別賞
第26回全国都市緑化おかやまフェア屋外出展コンテスト　社団法人ランドスケープコンサルタンツ協会会長賞
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６．ＣＬＡの沿革 

 

昭和39(1964)年５月 任意団体造園設計事務所連合発足 

昭和42(1967)年５月20日 任意団体日本造園設計事務所連合(会長 佐藤昌)に改組 

昭和49(1974)年 関西支部設立 

昭和55(1980)年６月１日 任意団体日本造園コンサルタント協会に改称 

昭和56(1981)年11月18日 関東支部設立 

昭和56(1981)年 九州支部設立 

昭和60(1985)年４月１日 社団法人日本造園コンサルタント協会（建設大臣許可） 

昭和61(1986)年５月21日 会長に小形研三就任 

昭和61(1986)年７月15日 機関誌「ＬＣジャーナル」創刊 

昭和63(1988)年５月24日 会長に小林治人就任 

昭和63(1988)年６月９日 中部支部設立 

平成３(1991)年６月14日 北海道支部設立 

平成７(1995)年５月25日 「新しい環境文化の創造－造園コンサルタントビジョン」

 発行 

平成10(1998)年５月21日 会長に杉尾伸太郎就任 

平成10(1998)年７月15日 定款改正に伴い、社団法人日本造園コンサルタンツ協会に

名称変更（建設大臣認可） 

平成11(1999)年６月24日 定款改正に伴い、社団法人ランドスケープコンサルタンツ

 協会に名称変更（建設大臣認可） 

平成11(1999)年６月  「みどりの環境文化の創造－ランドスケープコンサルタ

ンツアクションプラン21」発行 

平成13(2001)年６月22日 東北支部設立 

平成16(2004)年４月 登録ランドスケープアーキテクト(ＲＬＡ)資格制度創設 

平成16(2004)年５月20日 会長に大塚守康就任 

平成18(2006)年３月  「法人化 20 周年記念誌～造園設計事務所連合からのあゆ

み～」発行 

平成22(2010)年４月１日 法人化25年 

                新ビジョン－緑豊かな環境文化の創造と発展－発行 
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７．新ビジョン作成の経緯とメンバー 

 

7.1 新ビジョン作成の経緯 

 

 

 

年　月 内　　　容

2006年6月 未来委員会立ち上げ（ビジョン部会創設）

2008年5月 ビジョン特別委員会の設立

2008年8月 ビジョン特別委員会委員の確定

2008年8月29日
第１回ビジョン特別委員会
　・経過報告、策定方針
　・今後のスケジュールの検討　等

2008年9～10月 ３グループ（構成Ｇ、職能Ｇ、展望Ｇ）のグループワーク

2008年10月17日
第２回ビジョン特別委員会開催
　・各グループからの検討結果報告、意見交換

2008年10～12月 ３グループ（構成Ｇ、職能Ｇ、展望Ｇ）のグループワーク

2008年12月10日
第３回ビジョン特別委員会開催
　・中間まとめ骨子の検討
　・今後のスケジュール検討

2008年12月 平成20年度第2回理事会にビジョン中間まとめ骨子報告

2009年1～6月 ３グループ（構成Ｇ、職能Ｇ、展望Ｇ）のグループワーク

2009年6月24日
第４回ビジョン特別委員会開催
　・新ビジョンの内容検討

2009年7～10月 ３グループ（構成Ｇ、職能Ｇ、展望Ｇ）のグループワーク

2009年10月28日
第５回ビジョン特別委員会開催
　・若手アンケートの概要報告
　・新ビジョンの内容検討

2009年10～11月 ３グループ（構成Ｇ、職能Ｇ、展望Ｇ）のグループワーク

2009年12月3日
第６回ビジョン特別委員会開催
　・新ビジョンの内容検討、文章の再構成

2009年12月18日 平成21年度第2回理事会に新ビジョン骨子報告

2010年3月12日 総務委員会に新ビジョン案を報告

2010年3月18日 常任理事会で新ビジョン承認

2010年4月1日 新ビジョン－緑豊かな環境文化の創造と発展－を発表
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7.2 新ビジョン作成のメンバー 

 

■2006 年 8 月～2008 年 5 月 未来委員会 

委員長 ： 枝吉 茂種（株式会社 グラック） 

 

ビジョン部会 

部会長 ： 秋山  寛（株式会社 タム地域環境研究所） 

荒井  正（株式会社 アルファ計画研究所）  

石井ちはる（株式会社 総合設計研究所） 

金清 典広（高野ランドスケーププランニング 株式会社） 

金子 隆行（株式会社 ライフ計画事務所） 

野間 優子（日本技術開発 株式会社） 

前澤 洋一（株式会社 プレック研究所） 

技術開発部会 

部会長 ： 石渡 栄一（サンキコンサルタンツ 株式会社） 

萩野 一彦（株式会社 オオバ） 

北川 明介（株式会社 グラック） 

小林 高浩（株式会社 飯沼コンサルタント） 

須藤  哲（株式会社 戸田芳樹風景計画） 

名取 重広（株式会社 空間創研） 

福留 正雄（株式会社 ヘッズ） 

宮入賢一郎（株式会社 ＫＲＣ） 

 

髙橋 信行（ＣＬＡ専務理事） 

幹  事 ： 西山 秀俊（株式会社 グラック） 

 

■2008 年 6 月～2010 年 5 月 ビジョン特別委員会委員 

委員長 ： 糸谷 正俊（株式会社 総合計画機構） 

副委員長： 秋山  寛（株式会社 タム地域環境研究所） 

委 員 ： 加藤   修（株式会社 ヘッズ） 

金清 典広（高野ランドスケーププランニング 株式会社） 

西山 秀俊（株式会社 グラック） 

野間 優子（株式会社 エイト日本技術開発) 

宮入賢一郎（株式会社 ＫＲＣ） 

宮前 保子（株式会社 スペースビジョン研究所） 

椎谷 尤一（ＣＬＡ専務理事） 

髙橋 信行（ＣＬＡ前専務理事） 

特別委員： 渡辺 重人（株式会社 ＬＡＵ公共施設研究所） 

幹 事 ： 大橋 加菜（株式会社 タム地域環境研究所） 

 


